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〔産　科〕

入山　高行
窪谷　　潔
小谷　友美
関沢　明彦
中井　章人
馬場　一憲
松田　義雄
宮越　　敬
山下　隆博
山本　樹生

〔小児（新生児）科〕

諫山　哲哉
河野　由美
側島　久典
高橋　尚人
中西　秀彦
長谷川久弥
細野　茂春
宮沢　篤生
与田　仁志

〔顧　問〕

板橋家頭夫

猪谷　泰史

大野　　勉

楠田　　聡

小泉　武宣

島田　信宏

鈴木　正利

関根　憲治

多田　　裕

田村　正徳
中林　正雄

名取　道也

樋口　正俊

堀内　　勁

箕浦　茂樹

宮川　智幸

宮原　　忍
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特集　産後過多出血への対応の留意点

妊 産婦死亡における産科出血の 
現状と課題 .............................................平野志織
産 後の出血量評価の重要性 
―一般的な分娩後対応について ..........鈴木　真
分 娩後のバイタルチェックの頻度と 
評価項目 ................................................櫻井　淳

WHOが推奨する産後出血の予防 ........安達久美子
産 後過多出血の初期対応 ..........................橋井康二
産 後過多出血の場合の 
血液検査（血算・凝固系検査）の 
タイミングと考察点  ............................田中博明
産後過多出血に併発する産科DICとその治療
産後出血時のトラネキサム酸の
使用のエビデンス .............................二井理文

産後過多出血でのフィブリノゲン製剤の
使用のエビデンス .........................牧野真太郎

分娩後異常出血での抗凝固薬の
使用のエビデンス .............................松永茂剛
大量輸血した場合の全身管理の基本 ...照井克生
産後過多出血時の産科的原因検索 .......遠藤誠之
産後異常出血での産科止血法 ..........長谷川潤一

特殊な状況での管理とその留意点
IUFDを合併する
常位胎盤早期剝離の分娩管理 ..........牧野弘毅

妊娠高血圧腎症の入院管理と
分娩管理 .............................................山口宗影

子宮手術既往のある女性の分娩管理 ...松澤聡史
無痛分娩と子宮破裂との関係 ..............吉松　淳
胎盤娩出遅延への対応 ..........................清水文香
子宮内反症発症時の対応と
その後の管理 .....................................新垣達也

前置胎盤の帝王切開前の評価と準備 ...前中隆秀
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